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施 策 事 例

施策のポイント

産業振興関連施策

自 治 体 情 報

電 話 番 号 

事 業 期 間
参考とした施策
関係施策分類

担 当 課

愛 媛 県 愛 南 町
人口／ 25,515人 標準財政規模／ 10,569,794千円

「ぎょショック」愛なんプラン：愛南
型食育を基盤とした地域づくり事業

実 施 主 体 愛南町

水産研究開発室
直通0895-82-1376　代表0895-82-1111　内線40・41

平成 20年度から平成22年度まで

http://www.town.ainan.ehime.jp/関連ホームページ

地域住民の総意と協働で、地域に根ざした愛南型食
育に関する推進計画の策定とその実践を図り、地産
地消やツーリズム等をキーワードにした新たなビジ
ネスモデルの創出や地域づくりの中核を担う人材育
成などを推進する。

施 策 の 概 要

取組に至る背景・目的
　宇和海の水産業を取り巻く環境は漁獲量の減少や魚
価の低迷、後継者の不足など依然として厳しい。他方、
食生活の変化により「魚離れ」が進んで魚の消費低下
を招くなか、食育基本法の制定により食育の関心が高
まっている。愛南町では、こうした現況を是正するた
めに、地域の特性を活かした水産版食育「ぎょしょく
教育」活動に着手し地域ぐるみで実践してきた。この
先進的で斬新な取り組みは、食育コンクールの受賞や水産白書・メディア等での紹介などで、高い評
価を得ている。その取り組みをより拡充して効果的かつ計画的に地域づくりに展開しようとするのが、
本事業である。

取り組みの具体的内容
　事業は第１期（「ぎょショック」愛なんプランの策定：1.5 年間）と第２期（その実施・展開：1.5
年間）に区分される。第１期は地域住民の参画を前提に、「食育・ぎょしょく教育」の現状把握のた
めの実態調査、その周知徹底のための講演会や研修会の開催、さらに「ぎょショック」愛なんプラン
の策定のための勉強会や事例調査を実施する。第２期は地域住民の協働を基盤に、「食育・ぎょしょ
く教育」のセミナー開催による人材養成システム、担い手中核組織の形成、さらには、食育ビジネス
の支援システム、食育ツーリズムの誘致システムを確立する。

施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　（目標１）学校給食における地場産水産物の使用割合：10％→ 30％。（目標２）食育推進に関わる
ボランティアの数：100 人→ 200 人。（目標３）交流人口の増加：5.5%増。地域の特性を活かした
イベント参加者：3.6 万人→ 3.8 万人。（目標４）グリーン・ツーリズムの推進：農漁家民宿７件→
12件。うち、漁家民宿 40％。農林漁業体験：133 人→ 400 人。うち、漁業体験者割合 40％。（目
標５）産業振興に関連する起業化：０法人→３法人。（目標６）『愛なんブランド』の確立：物産品販
売所の販売額：３％増。601,000 千円→　620,000 千円
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現在までの実績・成果
　平成 22年２月末までの実績・成果（目標１）36％（目標２）171人（目標３）3.6 万人（目標４）
８件うち、漁家民宿 25％　農林漁業体験 202 人うち、漁業体験者割合 4.5％（目標５）１法人（目
標６）652,000 千円　　　

導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　食をキーワードにした地域活性化を図るには、食に関係する団体や
個人など数多くの住民を巻き込み町民ぐるみで実践する必要がある。
事業を円滑かつ効果的に進めることを目的に、産・官・学・民連携に
よる「ぎょしょく普及推進協議会」及び「食育推進ネットワーク体制」
を整備し、愛南町オリジナルの食育・食のまちづくりを推進する。

今後の展開と課題
　愛南町水産・食料基地構想に基づく「ぎょしょく教育」を活用し
た人材育成を推進するため、平成20年度、22年度にお魚ソムリエ
（シーフードジュニアマイスター）を町内で15人（四国全体で20人）
養成した。今後この人材を中心に組織化（仮称チームぎょショック）
を図り、町内外でぎょしょく教育の周知・認定活動を展開することに
よって、町民主体の地域づくりを推進する。また、平成21年度策定
した町の食育指針（愛なん食育プラン）に基づき、今年度から具体
的な食育事業を実践することによって、町の活性化を図る。

①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源
財源内訳（財源区分：①～⑤）

名称

所管

金額

補助率

①～④の名称、
所管など

0千円 0千円 0千円

予 算 関 連 デ ー タ

提供可能資料：愛南町水産食料基地構想、愛南町食育推進協議会要綱、

15,647千円 7,465千円 8,182千円
新ふるさとづくり
総合支援事業

南予地方局
地域政策課

7,465千円
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総額
①～⑤の計
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